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背景
3つの“しょく”を大切にした保育を行っており、活動の中で野菜に触れる機会も得られ、食への興味が更に深まってきている。子どもたちの生きる力を育む事を目的にし、

食への関心を更に高めていけるようにするため【食育】をテーマに設定した。また、保育室から見える調理室や異年齢児や保育士等を交えて楽しい雰囲気で食事を摂る

ことが出来るランチルームが完備されている当園の特徴を活かし【食育】をテーマに設定した。

沢山の絵が集まり、子どもたちが野菜の特徴を一つひとつ描くようになっ

た。そこから自分たちの絵を図鑑にしたいという声が上がった。また、クイ

ズも作り年下児へも楽しめるようにしていた。

実施 実施

2025年度実施内容のまとめ

2025年

度

振返り

・引き続き食材の絵本や図鑑、電子顕微鏡を室内の食育コーナーに設置
し、子どもたちが自由に触れられるようにしておく。また、乳児も楽しめるよ
うに食育活動も積極的に取り入れていく。
・今年度作成した図鑑を乳児室や幼児室に置き、保育士等や子どもたち
が楽しめるようにする。

次年度

に

向けて

子どもたちの興味

① ・５歳児が夏野菜を育てて野菜の中身を観察してみたいと話す。

③ ・形や模様の違いに気づいた。

➄ ・図鑑とクイズを作成する。

環境づくり

②
・子ども達自身で育ててみたい夏野菜を決めて苗を買いに行った。

・電子顕微鏡を購入し夏野菜を観察した。

➃ ・ドキュメンテーションを作成して掲示した。保護者にコメントを貰った。

⑥ ・野菜の特徴を絵や文字にして画用紙にまとめた。

ゴール：図鑑を作った。
①夏野菜のみでなく、様々な野菜に興味関心が持てるよう、昼食に使用している食材を
電子顕微鏡で観察出来る『食育コーナー』を設置した。電子顕微鏡を使い日常で観察出
来るように環境を整えた事で幼児クラス全体で発見を楽しんでいた。
②詳しく観察できたことで細かい所まで絵に描いたり文字にしてみたりすることが出来て
いた。
③図鑑だけでなくクイズも作ってみたいという気持ちが芽生え、クイズ大会も開催すること
が出来た。

野菜を観察したり育てたりする事で色や形等に興味を示

していた。興味を持ったことにより、より詳しく知りたいと

いう気持ちが芽生えた。

図鑑を購入し、野菜についてより深く知る事が出来た。ま

た、自分たちでも絵を描いてみたいという気持ちになり、見

本を見ながら絵を描く姿が見られた。

実施



担当者の気づきポイント

テーマ名： 園名：

・野菜を育てる事だけでなく、見て、触れて、考え、生活の中で繋げていく経験を重ねることで、子供たちの探求心が広がったと感じる。
・ドキュメンテーションの作成を通して、よく観察して特徴を捉え、感じたことを文章や絵にする力が身についてきている。
・図鑑だけでなくクイズも作成し、より良いものになるようにしたいという気持ちが感じられた。
　また、年下児との交流も行い年長児として教えるという気持ちの変化が見られた。

子どもたちの興味 環境づくり (保育者の対応）
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物的環境 （食育コーナーの作成）

人的環境 （達成感を得る、自信がつく）

野菜を買ったよ

大きくなーれ！

～図鑑を作成している様子～


